
構 造 プ レ ハ ブ 木 造

概 要
迅速かつ大量に供給し、

避難生活を早期解消するもの
市町有住宅に位置づけることで、
恒久的な住まいとすることが可能

入居期間 原則２年間（状況により延長） 原則２年間（２年後 市町有住宅へ転用等）  

場 所 市町有地、学校グラウンドなど 従前のお住まいの近く

外 観

長屋（まちづくり型） 戸建風（ふるさと回帰型）

着  工  数 ５,１５９戸 １,５４７戸 2６戸

完  成  数 ４,６２３戸 ８６９戸 ６戸

応急仮設住宅の完成状況

○ 現在（７月３０日） ＜要望＞6,804戸、＜着工済＞6,732戸、＜完成済＞5,498戸
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唐川地区

農村ふれあい広場

内灘町室
７/30 20戸着工

三井町第一団地

建築住宅課 076(225)1775
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○ 要望戸数6,804戸（現在）のうち、 6,262戸を８月末までに完成予定

○ 残る542戸については、

 ・市町から５月以降に追加の建設要請があったものや

 ・市町からの要請により、建設途中に設計変更や仕様変更などがあったものであり、

９月以降に完成する見込み

○ ９月以降に完成する住宅の内訳は別紙のとおり

応急仮設住宅の完成状況
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〔８月末時点の要望戸数と着工・完成見込み〕 ※（）内は７月30日時点の完成戸数
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市町 場所 構造 戸数 着工日 完成予定日 完成が９月以降となる理由

輪島市 ゾウさん公園用地等 木造長屋 31 4月30日 9月中

飯田小学校グラウンド 木造長屋 66 5月20日 9月30日

大谷小中学校グラウンド 木造長屋 72 5月21日 9月30日

蛸島港 プレハブ 76 5月29日 9月中

見附公園4工区 木造長屋 45 6月25日 9月中

城山街区公園 プレハブ 19 7月15日 9月6日

宝立民有地 プレハブ 43 7月17日 9月30日

道の駅狼煙 プレハブ 4 8月中 9月中

旧上黒丸小中学校 木造長屋 23 8月中 11月中

横山民有地 木造戸建風 3 8月中 11月中

上戸町寺社民有地 プレハブ 7 8月中 11月中

野々江民有地 プレハブ 11 8月中 11月中

未定 未定 10 8月中 未定

内灘町 室地区 木造戸建風 20 7月30日 11月中

志賀町 富来小学校運動場 木造長屋 98 6月25日 9月30日

中能登町 中能登町運動公園 プレハブ 10 8月中 10月中

宝達志水町 旧町営住宅曙団地跡地 木造戸建風 4 8月中 11月中

542

市町からの要請により、建設途中に設計変更や仕様変更

などがあったため

珠洲市

市町から５月以降に追加の建設要請があったため

合計

応急仮設住宅の完成見込み
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○９月以降に完成する応急仮設住宅



先月から募集開始。幅広い業種（卸小売、飲食、建設、製造等）から高い関心
‣ 説明会を集中的に開催（計１７回）。早期再開に向け申請書類を極力簡素化。
‣ コールセンターに約２５０件の問い合わせ。募集開始から１カ月で２７件の申請。

‣ 申請の６割が珠洲、輪島など奥能登。中能登３割、その他１割（かほく、内灘等）

公費解体の進展に伴い

更に申請増加の見込み

被災事業者の応急的な営業再開支援
経営支援課076(225)1525

６月補正予算で「営業再開支援補助金」を創設（予算額１０億円 補助上限額３００万円）

 ～国補助金の対象とならない「仮店舗用のコンテナ」 「仮倉庫」 「キッチンカー」等の取得を支援～

営業停止中の美容室。

本復旧までの繋ぎとして、

自社敷地内でコンテナの

仮店舗で営業再開したい。

仮店舗として！

被災したガソリンスタンド。

復旧に向けて、商品や機材

などを一時保管する仮倉庫

を設置したい。

仮倉庫として！ キッチンカーとして！

営業停止中の飲食店。

当面の売上確保に向け、

キッチンカーを購入し、

移動販売に挑戦したい。

この他、施設修繕に活用できる持続化補助金についても活用を促し、早期営業再開を後押し

※画像はイメージ
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商店街の復旧・復興に向けた支援
○地震により、多くの能登の商店街で、建物倒壊や道路の地割れなど、甚大な被害が発生

○施設の被害等がなかった商店街でも、人出・売上の減少など、影響が生じている

○商店街の復旧・復興を一日も早く軌道に乗せるため、ソフト・ハード両面から支援が必要

・8月以降、能登各市町で、順次仮設商店街が整備

される

・地域の商店街の皆さん（飲食店、スーパー、理容店等）が

入居し、事業を再開する予定

・発災後は、金沢・加賀で開催されるイベントの申込み

がほとんどであったが、7月以降、能登でのイベントの申込

 みが増加

・80件採択（内訳：能登16件、金沢・加賀64件）

早期の事業再開に向けた仮設商店街の整備
（中小機構：仮設施設整備支援事業）

賑わい創出に向けたイベント等への支援
（県：商店街にぎわい創出事業補助金）

8/18等  穴水町商店街にぎわいテント市
9/21～23 能登食祭市場33周年祭 など

ソフト支援 ハード支援

県民の皆様には、こうした商店街の活動に対して、応援消費という形での支援をお願いしたい

出張輪島朝市
（輪島市・輪島朝市を応援する会等）

門前マルシェ
（輪島市・総持寺通り商店街）

一本杉マルシェ
（七尾市・一本杉商店街）
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上記に併せて、県内企業に外国人材の雇用確保の機会を提供するとともに、外国人労働者を呼び込むため、

県内企業の魅力をPRする

○ 大都市圏の外国人留学生等と県内企業との合同企業説明会の開催（11月東京）
○ 海外の外国人大学生等に向けたオンライン説明会の開催（インドネシアほか）

いしかわ外国人材活用ワンストップセンターの開設

ILAC内に『いしかわ外国人材活用ワンストップセンター』を開設（８月１日～）
→専門のコーディネーター1名を配置し、人材会社等とも連携しながら、外国人材の採用から定着まで伴走支援

○ 県内企業では、人手不足が恒常化する中、外国人材を含む多様な人材の活用が重要
（県内の外国人労働者数）直近15年間で３倍超に増加 H21：4,224人 → R5：13,068人

＜県内企業の声＞

「新たに外国人材を採用したい」「採用した外国人材が定着しない」「働いている外国人材の雇用管理に悩んでいる」

金沢市石引 石川県本多の森庁舎１階（UIターンサポート石川内）

月～金 9:00～18:00
※年末年始、祝日を除く

076-213-7730 受付時間電話番号

所 在 地

労働企画課076(225)1532 -6-
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